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台風14号襲来 
大韓民国益山市と友好交流協定に調印 

畜産共進会　　アマチュア美術展 

住宅の新築や増改築に補助があります 

各課からのお知らせ 

ぶんごおおのトピックス　　くらしのお知らせ 

人　口 
男 
女 
世帯数 

（平成17年８月31日現在） 

▲緑のふるさと協力隊員が梨の収穫のお手伝い（大野町） 

43，212人 
20，166人 
23，046人 
16，357世帯 



 
　
９
月
５
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
九
州

一
帯
を
襲
っ
た
台
風
14
号
。豊
後
大
野

市
に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。 

　
吹
き
荒
れ
る
風
と
、降
り
続
け
る

雨
で
、農
地
・
山
林
は
も
と
よ
り
、人

家
周
辺
で
の
土
砂
災
害
の
危
険
性
は

過
去
数
年
間
で
最
も
高
ま
り
ま
し
た
。

ピ
ー
ク
時
に
は
92
世
帯
２
２
３
人
が
自

主
避
難
し
、ま
た
19
世
帯
57
人
に
避

難
勧
告
を
行
い
ま
し
た
。 

　
市
内
各
所
で
は
河
川
の
氾
濫
、床

上
浸
水
、家
屋
へ
の
土
砂
流
入
な
ど
あ

ら
ゆ
る
被
害
が
報
告
さ
れ
、各
町
消

防
団
も
救
出
や
警
戒
に
出
動
。市
内

全
域
が
災
害
の
恐
怖
に
震
え
ま
し
た
。 

　
特
に
緒
方
町
上
畑
で
は
道
路
の
崩

壊
や
土
砂
・
風
倒
木
の
流
出
に
よ
り
、一

時
全
面
通
行
止
め
と
な
り
、尾
平
地

区
が
孤
立
す
る
な
ど
、非
常
な
事
態

と
な
り
ま
し
た
。 

　
台
風
が
過
ぎ
去
り
、約
１
ヶ
月
。各

所
・
各
地
域
で
は
復
旧
に
向

け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

　
今
後
さ
ら
に
台
風
の
襲

来
が
予
想
さ
れ
ま
す
。今

後
の
有
事
に
備
え
、今
一
度

身
の
回
り
の
安
全
確
認
と

緊
急
避
難
場
所
の
確
認
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

    

台風が来る前に 
 
●雨どいやベランダの排水口にたまった落ち葉
などは、取り除いておきましょう。 
●窓や雨戸はしっかり施錠。 
●側溝の詰まりや家のまわりの水はけをよくしま
しょう。 
●窓ガラスにはテープなどを貼ると、安全性が高
まります。 
●土砂崩れや河川の洪水が発生しやすい場所
を把握しておきましょう。 
●非常持ち出し品の準備をしましょう。 

台風がやってきたら 
 
●テレビやラジオで台風情報をこまめに収集しま
しょう。 
●各注意報・警報に注意し、情報の聞き漏らしの
ないようにしましょう。 
●河川の増水、土砂崩れなど危険が高まります。
なるべく外に出ないようにしましょう。 
●避難勧告・指示には従い、必要に応じて自主
避難をしてください。 
●夜間の避難は危険です。火の元の処理を確
実にし、明るいうちに避難しましょう。 

　毎年のように襲来する台風は、その都度甚大な被害をもたらします。 
　しかし、万全な備えがあれば、被害を最小限に食い止めることができます。次の台風に
備え、今一度周囲の安全確認をしましょう。 

集中豪雨や台風への備え 

▲道路が崩落した緒方町上畑 
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▲施設になだれ込んだ土砂（朝地） ▲氾濫する大野川（犬飼） 

▲生活道も崩落（清川） 



▲友好協定書に調印する芦刈市長と 
　蔡（チェ）市長 

▲真名野長者伝説ゆかりの地を視察しました。 

　ミニ解説 
真名野長者伝説とは、貧しい炭焼き小五郎が神のお告げ
で都から来た玉津姫と結ばれ、沢山の黄金を発見して長
者になったという言い伝えです。また、益山市武王説話に
登場するのは、炭焼きではなく薯（イモ）掘りの男ですが、
姫が黄金を見せると「こんなものは薯掘りの場所にいくら
でもある。」と男が答える部分など、真名野長者伝説と類
似点が多いことから、まちづくりの財産として注目されてい
ます。 

豊後大野市友好交流協定の状況 

東京都台東区：昭和62年12月（旧朝地町） 
中華人民共和国湖北省荊州市荊州区 
　平成６年９月（旧三重町） 
大韓民国釜山広域市機張郡長安邑 
　平成15年９月（旧清川村） 
大韓民国全羅北道益山市 
　平成17年８月（豊後大野市） 
 

　
三
重
町
に
伝
わ
る「
真
名
野
長

者
伝
説
」。同
様
の
説
話
が
大
韓

民
国
益
山
市
に
も
あ
り
、そ
の
共

通
説
話
を
通
じ
て
、旧
三
重
町
は

益
山（
イ
ク
サ
ン
）市
と
文
化
面
で

の
交
流
を
続
け
て
き
ま
し
た
。 

そ
の
交
流
が
実
を
結
び
、８
月
22
日
、

豊
後
大
野
市
に
お
い
て
韓
国
益
山

市
と
友
好
交
流
協
定
の
調
印
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
調
印
式
に
は
、芦
刈
豊
後
大
野

市
長
、蔡（
チ
ェ
）益
山
市
長
ら
が
出

席
。「
地
方
自
治
体
と
し
て
長
期

的
な
視
点
に
立
っ
て
、国
際
的
な

枠
組
み
の
中
で
地
域
の
発
展
を
目

指
し
、お
互
い
の
信
頼
関
係
の
も
と
、

誠
実
に
交
流
事
業
を
実
施
す
る

も
の
と
す
る
」な
ど
を
内
容
と
す

る
協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。 

　
調
印
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ

い
て
は
、旧
三
重
町
が
平
成
13
年

に
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学（
Ａ

Ｐ
Ｕ
）と
友
好
交
流
協
定
を
結
び
、

学
生
ら
が
同
町
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
や
研
究
発
表
を
す
る
な
ど
交
流

を
進
め
て
き
た
こ
と
に
始
ま
り
ま

す
。研
究
・
交
流
の
中
で
、韓
国
出

身
の
金 

賛
會（
キ
ム 

チ
ャ
ン
フ
ェ
）

教
授
が
、「
町
に
残
る『
真
名
野
長

者
伝
説
』は
、益
山
市
に
伝
わ
る

百
済
時
代
の『
武
王
説
話
』と
酷

似
し
て
い
る
。お
そ
ら
く
１
、５
０

０
年
以
上
前
、大
和
朝
廷
と
百
済

の
交
流
で
、同
じ
起
源
を
持
つ
説

話
が
海
峡
を
越
え
て
両
自
治
体
に

残
っ
た
の
で
は
」と
の
見
方
を
紹
介

し
ま
し
た
。 

　
そ
の
こ
と
を
機
に
、そ
れ
ぞ
れ
の

伝
説
研
究
者
が
お
互
い
を
行
き
来

し
、文
化
分
野
で
の
交
流
を
進
め

て
き
た
こ
と
が
今
回
の
調
印
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。 

　
益
山
市
は
、全
羅
北
道（
チ
ョ
ン

ラ
プ
ク
ド
ウ
）西
北
部
に
位
置
し
、

人
口
は
３
３.

４
万
人
、面
積
５
０

７
h（
00
年
）。７
世
紀
、百
済
の
武

王
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
る
弥
勒
寺（
ミ
ロ
ク
ジ
）石
塔

（
国
宝
）な
ど
が
残
る
歴
史
あ
る
ま

ち
で
す
。ま
た
、９
月
か
ら
は
益
山

市
を
舞
台
と
し
た
、武
王
説
話「
薯

童
謡（
ソ
ド
ム
ヨ
ウ
）」が
韓
国
Ｓ
Ｂ

Ｓ
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
ま
ち
と
友
好
交
流
協
定

を
結
ぶ
こ
と
は
極
め
て
意
義
深
く
、

ま
た
豊
後
大
野
市
の
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
へ
の
可
能
性
が
期
待
さ
れ

ま
す
。 

　
今
回
の
韓
国
益
山
市
訪
問
団
は
、

真
名
野
長
者
伝
説
ゆ
か
り
の
地
の

探
訪
や
研
究
会
員
と
の
懇
談
、観

光
協
会
へ
の
観
光
Ｐ
Ｒ
、大
分
県

知
事
へ
の
表
敬
挨
拶
等
多
忙
な
ス

ケ
ジュ
ー
ル
を
こ
な
し
ま
し
た
。 

　
蔡
市
長
は「
調
印
に
よ
り
両
市

の
間
で
文
化
・
産
業
・
人
的
交
流
が

深
ま
る
と
と
も
に
１
５
０
０
年
前

の
平
和
と
愛
の
交
流
の
再
興
が
で

き
れ
ば
」と
語
り
ま
し
た
。 

韓
国
か
ら
は
年
間
13
万
人
を
超
え

る
観
光
客
が
大
分
県
を
訪
れ
て
お

り
、今
回
の
友
好
交
流
協
定
の
締

結
に
よ
り
、韓
国
と
ゆ
か
り
の
深
い

豊
後
大
野
市
を
強
く
印
象
付
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　
今
後
の

豊
後
大
野
市
の
文
化
・
観
光
や
産

業
振
興
等
に
大
き
な
成
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。 
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▲小野大藏さん（朝地）（写真手前）と 
　出品牛 母系牛群「すえわか」「わかみ95」「わかみ９」 
 

▲難波真人さん（三重）と出品牛「コビスタ チエット チエロキー」 
 
 

　
第
１
回
豊
後
大
野
市
畜
産
共
進
会
が
９
月
17
日
、豊
後
豊
肥
家
畜
市
場

で
行
わ
れ
、各
町
品
評
会
で
選
抜
さ
れ
た
83
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。 

　
審
査
の
結
果
、グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
は
肉
用
種
々
牛
の
部
で
小
野
大

藏
さ
ん（
朝
地
）出
品
の
母
系
牛
群「
す

え
わ
か
」「
わ
か
み
95
」「
わ
か
み
９
」が
、

ま
た
乳
用
種
々
牛
の
部
で
難
波
真
人

さ
ん（
三
重
）出
品
の「
コ
ビ
ス
タ 

チ
エッ

ト 

チ
エ
ロ
キ
ー
」が
み
ご
と
選
ば
れ
ま

し
た
。ま
た
、日
小
田
信
也
さ
ん（
緒
方
）

出
品
の「
め
ぐ
み
は
つ
」が
部
位
賞
に
、

衞
藤
哲
男
さ
ん（
朝
地
）出
品
の「
エ
ム

ア
イ 

カ
イ
ト 

ナ
イ
ト
」が
デ
イ
リ
ー
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
同
日
、県
共
進
会
出
品
牛
も
選
考

さ
れ
、27
頭
を
決
定
し
ま
し
た
。県
共

進
会
で
も
み
な
さ
ん
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。県
共
進
会
出
品
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
） 

※
県
共
進
会
肉
牛
の
部
は
10
月
１
日

に
犬
飼
町
の
県
畜
産
公
社
で
、乳
用
種
々

牛
の
部
は
10
月
16
日
に
大
分
市
野
津

原
で
、肉
用
種
々
牛
の
部
は
10
月
29
日

に
別
府
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

●
肉
用
牛
の
部 

第
1
区 

若
雌
の
１
　
麻
生
信
行（
緒
方
）　

　
　
　
　
　
後
藤
七
郎（
緒
方
） 

第
２
区 

若
雌
の
２
　
古
澤
昭
一（
朝
地
）　

　
　
　
　
　
森
本
一
男（
朝
地
） 

第
３
区 

若
雌
の
３
　
日
小
田
信
也（
緒
方
）

　
　
　
　
　
古
澤
昭
一（
朝
地
） 

　
　
　
　
　
渡
辺
秀
信（
緒
方
） 

第
４
区 

　
若
雌
の
４
　
佐
々
木
国
彦（
三
重
）

　
　
　
　
　
　
羽
田
野
信
久（
朝
地
） 

第
５
区 

女
性
の
部
　
川
上
富
久
美（
緒
方
） 

　
　
　
　
　
羽
田
野
三
代
子 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
緒
方
） 

第
６
区 

母
系
牛
群
　
小
野
大
藏（
朝
地
） 

 ●
乳
用
牛
の
部 

第
１
部（
育
成
牛
）　 

衞
藤
哲
男（
朝
地
）／
板
井
千
代
登

（
緒
方
）／
今
村
修
明（
大
野
） 

第
２
部（
初
妊
牛
） 

難
波
真
人（
三
重
）／
後
藤
春
義（
千

歳
）／
神
田
勇
作（
三
重
） 

第
３
部（
経
産
牛
） 

工
藤
恵
三（
朝
地
） 

第
４
部（
経
産
牛
） 

羽
田
野
勉（
朝
地
） 

●
肉
牛
の
部（
肉
専
用
種
去
勢
牛
） 

清
川
肥
育
セ
ン
タ
ー（
清
川
）／
朝

地
肥
育
セ
ン
タ
ー（
朝
地
）／
清
田

美
代
子（
大
野
）／
村
上
直
美（
大

野
）／
後
藤
泉（
大
野
） 

  

 

国民年金保険料の控除証
明書をお送りします 
～年末調整や確定申告に
必要です～ 
　平成 17年 1月から 9月まで
の間に国民年金保険料を納めた
方を対象に、11 月上旬頃社会
保険業務センターより「社会保
険料（国民年金保険料）控除証
明書」が郵送されます。 
　年末調整や確定申告の際に国
民年金保険料の納付を証明する
ものですので、大切に保管して
ください。（所得税法の改正に
より、証明書の添付が義務づけ
られました。） 
 

国民年金保険料はきちん
と納めましょう！ 
　毎月の国民年金保険料は、翌
月までに納めることになってい
ます。納め忘れがあると、将来
受ける老齢基礎年金が減額され
るのはもちろんですが、老齢基
礎年金や障害基礎年金、遺族基
礎年金が支給されない場合もあ
ります。国民年金保険料は納付
期限までにきちんと納めましょう。 
　国民年金保険料は、郵便局・
金融機関の窓口のほかに、口座
振替、インターネットバンキング、
コンビニエンスストアでも納め
ることができます。 
　詳しくはお近くの社会保険事

務所へお問い合わせください。 
 
年金相談日 
10月11日（火） 
　豊後大野市隣保館（解放会館） 
10月13日（木） 
　三重町商工会 
10月19日（水） 
　竹田市総合社会福祉センター 
相談時間　10時～15時 
 
◇問い合わせ先 
豊後大野市役所 
市民生活課年金係 

　10974-22-1001 
　（内線2096） 

年金だより 年金だより 
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年金だより  

　アスベスト（石綿）による健康被害について、全国的
に不安が高まっている状況に鑑み、市民の相談に対応
するため、市役所内に次のとおり相談窓口を設置しま
した。 
　アスベストに関する不安・情報等、何でも結構です。
お気軽にご相談ください。 
 
◇相談窓口 
　豊後大野市役所　10974-22-1001 
・公共施設に関すること 
　総務部財政課（内2025） 
・建築物に関すること 
　建設部建設管理課（内2354） 
・健康相談に関すること 
　保健福祉部健康増進室（内2132） 
・アスベスト廃棄物に関すること 
　生活環境部環境衛生課（内2093） 

★ごみの焼却の禁止について 
　ごみの焼却は法律で禁止されております（廃
棄物の処理及び清掃に関する法律　第16条
の２の規定による）。 
　ただし、以下の場合は除外されます。 
〇たき火などの日常生活上で通常行われる軽微
なもの（生活環境への影響が少ないもの） 

〇農業、林業又は漁業を営むためのやむを得ず
必要な焼却 

〇災害の復旧時に必要な焼却 
〇風俗慣習上（祭りなど）または、宗教上必要な焼
却 

〇国や地方公共団体による施設の維持管理に
必要な焼却 

※最近、家庭ごみの焼却によるトラブルが多
くなっています。絶対にやめましょう。 
 
◇問い合わせ先　豊後大野市 環境衛生課 
　10974－22－1001（内線2092） 
 
 

国 の施策を行うための基礎データとなります 
 
　21世紀を迎え、わが国の少子高齢化は一層進行し、
生産年齢人口の減少、地域人口分布の不均衡など、
人口構造の変化が急速に進んでいくものと推測され
ます。このような社会の急激な変化に対応した施策、
国民生活の質の向上や地域に関連した施策の推進が
重要な課題となっています。 
　こうした施策を立案するためには、現状の把握と
将来の予測が不可欠です。国勢調査は、人口や世帯数、
就業状態など、国の現在の実態を把握し、行政施策
の基礎資料を得るために行われるものです。平成17
年国勢調査では、社会経済や人口構造の転換期にあ
る今の日本を明らかにする統計データが得られるも
のとして期待されています。 
 
み なさんの個人情報は守られます 
 
　平成17年国勢調査では、個人情報の保護を一層
徹底させるために国勢調査員用に「個人情報保護マ
ニュアル」を作成し、世帯のプライバシー意識に対
する適切な対応方法、秘密保護、封入提出調査票の
取扱い、調査票の厳重管理について、指導を徹底し
ています。 

　また、統計を作る目的以外に調査票を利用するこ
とは固く禁じられており、秘密の保護の徹底が図ら
れています。 
 
調 査結果は私たちの身近な生活に生かされます 
 
　国勢調査の結果は私たちの身近な生活にかかわる
さまざまな施策に利用されています。 
　例えば、衆議院議員 (小選挙区選出議員 )の選挙
区の画定及び議員定数 (比例代表区 )や、地方交付
金の算定等の法定人口は、最新の国勢調査の人口を
基にしています。 
　また、少子・高齢化、雇用、年金・医療費、防災
への対策など、国及び地方公共団体の各種行政施策
の基礎資料として利用されています。 
 
※調査票が届いていないときは、市役所本庁または
各支所へご連絡ください。 
 
◇問い合わせ先 
豊後大野市役所本庁情報推進課 
または各支所総務企画課 

　10974-22-1001（内線2074） 
 

　平成17年10月1日から、５年に1度の国勢調査が全国一斉に実施されています。国勢調査は、統
計法に基づき、国の最も基本的な統計調査として大正９年以来５年ごとに行われており、今回は18
回目の調査となります。10月上旬に、総務大臣から任命された国勢調査員が、皆さんのお宅へ、調査
票を受け取りにうかがいます。国勢調査の意義と重要性をご理解いただき、ご協力をお願いします。 
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第
18
回
菅
尾
石
仏
火
祭

り
が
、８
月
28
日
菅
尾
石
仏

前
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
７
回
目
と
な
っ
た
恒

例
の「
ニ
ワ
ト
リ
の
鳴
き
ま
ね

大
会
」で
は
、我
こ
そ
は
名
人

と
言
わ
ん
ば
か
り
に
参
加
者

が
、鳴
き
ま
ね
を
競
い
ま
し
た
。 

　
夜
に
は
周
辺
の
田
園
一
体

が
小
松
明
に
彩
ら
れ
、楽
し

く
幻
想
的
な
一
夜
と
な
り
ま

し
た
。 

 

　
８
月
28
日
、朝
倉
文
夫
記
念
公
園
で
杜

の
火
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。暗
が
り
行

く
園
内
に
は
か
が
り
火
が
点
さ
れ
、幻
想

的
な
雰
囲
気
。竹
田
市
の
三
日
月
太
鼓
や

地
元
出
身
演
歌
歌
手
工
藤
佳
代
さ
ん
に

よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
、三
重
町
の
紫
雲
本
城

太
鼓
の
演
奏
な
ど
来
場
者
は
過
ぎ
行
く

夏
の一
夜
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

会場中が「コケコッコー！」 過
ぎ
行
く
夏
の
夜
に
杜
の
火
祭
り 

　
８
月
28
日
、犬
飼
町
大
野
川
河
川
公
園
で「
２
０
０
５
年
豊

後
犬
飼
大
野
川
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
本
行
事
。楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
お
客
さ

ん
も
多
く
、今
年
も
約
８
千
人
の
来
場
者
で
、会
場
は
賑
わ
い
ま

し
た
。ス
タ
ー
マ
イ
ン
や
大
仕
掛
な
ど
約
４
千
発
の
花
火
が
空
と

川
面
を
彩
り
、来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。 

 

豊
後
犬
飼
大
野
川
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

▲浴衣姿の見物客も多くみられました 

▲会場に大きな花が咲きました 

▲出演者と会場が一体となって 
　楽しみました 

▲紫雲本城太鼓の力強い演奏 ▲みんなで一緒に「コケコッコー！！」 
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▲英子おばあちゃんいつまでもお元気で 

 

▲講師の桂文喬さん 

　
緒
方
町
小
宛
太
鼓
は
、太
鼓
を
通

し
て
ふ
る
さ
と
の
心
を
育
み
、ま
ち
お

こ
し
の
原
動
力
と
し
て
祭
り
や
イ
ベ
ン

ト
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
こ
の
小
宛
太
鼓
の
太
鼓
が
こ
の
ほ
ど

新
し
く
整
備
さ
れ
ま
し
た
。整
備
さ

れ
た
太
鼓
は
、老
朽
化
し
た
太
鼓
の
張

替
え
や
新
規
の
太
鼓
の
購
入
で
、（
財
）

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の一
般
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

助
成
事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
も
の
。 

　
こ
の
事
業
は
、同
セ
ン
タ
ー
が
宝
く

じ
の
普
及
広
報
事
業
費
と
し
て
受
け

入
れ
る
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し

て
、住
民
が
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

助
成
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ

の
健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
宝

く
じ
の
普
及
広
報
事
業
を
行
う
も
の

で
す
。 

　
長
年
の
活
動
に
よ
り
地
域
の
活
力

や
人
づ
く
り
の
原
動
力
と
な
っ
て
き
た

小
宛
太
鼓
、今
後
の
活
躍
が
楽
し
み
で

す
。 小

宛
太
鼓
が
一
新 

　
三
重
町
秋
葉
の
金

山
英
子
さ
ん（
明
治
38

年
８
月
29
日
生
）が
100

歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ま
し
た
。若
い
頃
か
ら

裁
縫
や
料
理
が
得
意

で
家
族
を
支
え
て
こ
ら

れ
た
英
子
さ
ん
。当
日

は
芦
刈
市
長
も
駆
け

付
け
、祝
状
と
記
念
品

を
贈
り
長
寿
を
祝
い

ま
し
た
。 

１００歳おめでとうございます 

　
豊
後
大
野
市（
大
野
町
）

で
は
平
成
15
年
度
か
ら
緑

の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
員
を

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。こ

れ
は
N
P
O
法
人
地
球

緑
化
セ
ン
タ
ー
の
事
業
で
、

全
国
か
ら
応
募
し
て
き
た

若
者
が
山
村
で
い
ろ
ん
な

仕
事
を
手
伝
い
な
が
ら
暮

ら
す
と
い
う
も
の
。若
者

の
成
長
の
場
と
同
時
に
受

け
入
れ
る
自
治
体
も
地

域
外
か
ら
隊
員
が
入
っ
て

く
る
こ
と
に
よ
り
、地
域

を
再
認
識
す
る
機
会
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。 

　
今
年
度
の
隊
員
は
堅

田
恵
理
子
さ
ん（
高
知
県

出
身
）と
北
島
寛
之
さ
ん（
東
京
都
出
身
）。堅
田
さ
ん
は「
学
生
時
代
に

農
業
に
興
味
を
持
ち
、将
来
は
農
山
村
に
住
み
農
業
に
携
わ
り
た
い
」北

島
さ
ん
も「
地
域
の
人
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
、農
林
業
や
特

産
品
作
り
等
の
手
伝
い
を
は
じ
め
、い
ろ
ん
な
体
験
を
し
た
い
」と
意
欲

満
々
。町
内
の
農
家
等
を
自
主
的
に
訪
ね
活
動
を
重
ね
て
い
ま
す
。「
各

体
験
は
も
ち
ろ
ん
、地
域
の
方
々
の
温
か
さ
に
ふ
れ
、充
実
し
た
毎
日
で

す
」と
話
す
お
二
人
で
す
。 

　
ま
た
、地
域
で
当
た
り
前
に
行
っ
て
い
る
昔
か
ら
の
文
化
や
芸
能
な
ど
も
、

協
力
隊
の
活
動
に
よ
り
そ
の
す
ば
ら
し
さ
や
伝
承
す
る
意
味
を
再
認
識
さ

せ
ら
れ
、市
民
も
こ
れ
ま
で
に
無
か
っ
た
刺
激
や
パ
ワ
ー
を
受
け
て
い
ま
す
。 

 
平
成
17
年
度
差
別
を
な
く
す
市
民
の
つ
ど
い
 

　
平
成
17
年
度
差
別
を
な
く
す
市
民
の
つ
ど
い
が
８
月
27
日
、エ
イ
ト

ピ
ア
お
お
の
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。第
一
部
は「
思
い
や
り
の
こ
こ
ろ
を
」

を
演
題
に
、落
語
家
で
教
育
評
論
家
の
桂
文
喬（
か
つ
ら
ぶ
ん
き
ょ
う
）

さ
ん
が
巧
み
な
話
術
で
わ
か
り
や
す
く
講
演
。聴
講
し
た
児
玉
美
緒
子

さ
ん（
三
重
町
内
田
）は「
思
い
や
り
を
も
つ
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
た

め
に
は
、手
本
と
な
る
大
人
た
ち
の
意
識
改
革
も
必
要
な
の
だ
と
思
い

ま
し
た
」
と
感
想
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
第
二
部
は
桂
文
喬

さ
ん
の
上
方
落
語
。ユ
ー

モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
噺
ぶ

り
に
会
場
は
笑
い
の

渦
と
な
り
ま
し
た
。 

 

山
村
の
魅
力
満
喫 

　
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊 

▲梨園（後藤博幸さん方）で収穫作業を体験する堅田さん（左）と北島さん（右） 
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市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
が
試
買
調
査
・

価
格
動
向
調
査
を
９
月
２
日
に
行
い
ま

し
た
。 

　
市
内
小
売
店
で
実
際
に
商
品
を
購
入

し
、食
品
表
示
や
陳
列
状
況
、品
質
等
を

消
費
者
の
視
点
で
調
査
。
参
加
し
た
加

藤
邦
子
さ
ん（
千
歳
町
）は「
か
し
こ
い
消

費
者
に
な
る
た
め
に
は
、厳
し
い
目
を
養

う
べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
」と
感
想
。 

　
ま
た
、午
後
か
ら
は「
平
成
17
年
度
消

費
生
活
セ
ミ
ナ
ー
」（
大
分
県
く
ら
し
の

安
心
相
談
員
豊
肥
地
域
連
絡
協
議
会
主

催
）が
、エ
イ
ト
ピ
ア
お
お
の
で
行
わ
れ
ま

し
た
。県
消
費
生
活
・
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ザ
の
消
費
生
活
相
談
員
が「
消
費
生
活

相
談
状
況
及
び
事
例
」、金
融
広
報
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
衛
藤
千
江
美
さ
ん
が「
生
命

保
険
に
つ
い
て（
自
分
に
あ
っ
た
生
命
保

険
の
選
び
方
）」と
題
し
て
そ
れ
ぞ
れ
講

義
。参
加
者
も
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。 

 

　
８
月
29
日
、「
み
ん
な
で
す
す
め

る
交
通
安
全
・
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」

が
大
分
県
入
り
を
し
、県
下
の
先

陣
を
切
っ
て
豊
後
大
野
市
で
伝
達

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
伝
達
式
で
は
多
田
サ
チ
市
交
通

安
全
母
の
会
会
長
等
が
歓
迎
の
こ

と
ば
を
述
べ
、矢
野
目
真
弓
隊
長
か

ら
内
閣
官
房
長
官
の「
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、思
い
や
り
の
あ
る
行
動
を

す
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
」と
の
交

通
安
全
メッ
セ
ー
ジ
が
市
長
に
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。 

三重川をさぐれ!!ごみゼロ探偵団出動 

消
費
者
モ
ニ
タ
ー
が 

厳
し
い
目
で
チ
ェ
ッ
ク 

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、安
全
運
転
を
 

　
県
民
の
声
を
直
接
お
聞
き
し
、そ
の
意
見
を

県
政
に
反
映
す
る「
県
政
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」が
、

８
月
24
日
、三
重
町
、大
野
町
、清
川
町
、緒
方
町

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。い
ず
れ
の
会
場

に
も
多
く
の
地
域
住
民
が
参
加
し
、地
域
の
実

情
と
県
政
へ
の
要
望
が
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
野
町
会
場（
南
部
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）で

は
、約
20
人
が
参
加
。南
部
地
域
の
活
性
化
の
取

組
み
状
況
や
地
域
の
改
善
要
望
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
各
会
場
と
も
身
近
な
場
所
で
の
開
催
と
あ
っ

て
、気
さ
く
な
雰
囲
気
で
の
意
見
交
換
が
で
き
た

よ
う
で
す
。 

市
民
の
声
を
県
政
に
　―
県
政
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
― 

　
県
の「
ご
み
ゼ
ロ
お
お
い
た
作
戦
」の一
環
で
子
ど

も
た
ち
が「
ご
み
ゼ
ロ
探
偵
団
」と
な
り
、三
重
川
を

調
査
し
ま
し
た
。事
務
局
の「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
河
童
倶

楽
部
」、「
三
重
川
を
守
る
会
」（
高
木
和
生
会
長
）、

「
三
重
川
と
く
ら
し
を
守
る
会
」（
豊
田
英
子
会
長
）

が
子
ど
も
た
ち
を

指
導
。
講
師
の
大

分
大
学
の
川
野
先

生
の
話
を
聞
き
な

が
ら
、川
の
水
や
魚
、

植
物
等
を
観
察
し
、

環
境
汚
染
の
実
態

や
環
境
保
全
の
大

切
さ
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。 

公立おがた総合病院で院内ボランティア 
の活動が開始されました。 

　
会
員
数
は
８
月
末
現
在
で
男
性

１
名
、女
性
８
名
の
計
９
名
。会
の

名
称
も「
よ
つ
ば
会
」と
決
ま
り
、受

付
案
内
や
車
椅
子
介
助
、院
内
図

書
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
活
動
を
各
自

の
ペ
ー
ス
で
３
時
間
程
度
、は
つ
ら
つ

と
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、各
文
化
教
室
等
の
協
力
に

よ
り
ア
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
も

開
始
。自
慢
の
絵
画
や
水
彩
画
が
展
示
さ
れ
、院
内
は「
癒
し
の
空
間
」へ
と

変
身
し
て
い
ま
す
。今
後
も
月
毎
に
写
真
、書
道
、俳
画
な
ど
の
展
示
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。 

　
病
院
で
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
の
募
集
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。詳
し
く

は
、次
の
場
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

◇
問
い
合
わ
せ
先 

公
立
お
が
た
総
合
病
院
地
域
医
療
連
携
室 

1
０
９
７
４-

42-

３
１
２
１ 

ま
た
は
、病
院
ホ
―
ム
ペ
―
ジ 

▲川の様子を観察する子どもたち 

▲玉子の鮮度をチェックするモニター 

▲中央洗濯室での活動 
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▲日出町の家族会との交流会の様子 

　国際化が進み、豊後大野市でも多く

の外国の人たちが生活しています。言

葉や生活習慣、肌の色が異なる人たち

がお隣さんで暮らす時代になっています。 

　国籍を理由に就職できない人、いろ

いろな制度上の差別や人種、民族を理

由とした入居差別など外国人に対する

偏見や差別が存在しています。一方で、

人も物もグローバル（世界的規模で行

われる様子）に動いています。国際化

の中で服装も食べ物も宗教も生活習慣

も異なる多様な文化を認め合い、いろ

んな国の人たちが、お互いを理解し共

生する努力が、活気のある地域社会を

つくります。 

  人権・同和教育コーナー 

外国人をめぐる問題 
 

ご 案 内  
■三重町内田地区人権・福祉ふれあい祭り 
　「多くの人々との交流を通して、お互いの人権が大
切にされる人権福祉のまちづくりをめざす」を目的
に2005（平成17）年度内田地区人権・福祉ふれあ
い祭りを開催します。 

 
記 

１．日　時　　10月22日（土） 
　　　　　　　９時30分～15時30分（予定） 
２．場　所　　嶋田集会所（内田区） 
３．内　容　　体験学習・人権ビデオ鑑賞・人権紙
　　　　　　　芝居・餅つき・バザー・三重高神楽 
※その他いろんな催し物の開催予定です。 
多くの市民の方々の参加をお待ちしております。 
◇問い合わせ先　豊後大野市教育委員会生涯学習課

　　　　　　　　　 10974-22-1001（内線2163） 

◇問い合わせ先 
　（代）基幹型在宅介護支援センター 
　TEL 0974-22-1001（内線　2105・2106） 

　みなさんご存知でしたか？　９月21日は国
際アルツハイマーデーでした。各地で認知症に
関連した催しが行われました。 
　そこで今回は、三重町の認知症高齢者を抱え
る家族会の様子をみなさんにご紹介したいと思
います。 
　平成13年９月、三重町内で認知症高齢者を
抱え介護に追われている家族のみなさんが初め
て集いました。介護の辛さ等胸の内を語り合い、
泣き笑いの中から介護の方法を学びました。そ
して、それぞれの思いを共有しながら認知症に
ついてもっと学習していこうと意識が高まりま
した。それから４年、毎月１回定期的に家族会
を継続しています。８月には、日出町の認知症
高齢者を抱える家族会と交流会をしました。初
対面でしたが、同じ立場の仲間同士が介護の様
子を語り合いながら、和気あいあいとした交流
会となりました。みなさんにとってこの家族会

の存在がたいへん大きな支えになっていること
をあらためて痛感しました。 
　現在、85歳以上の４人に１人が認知症とい
われています。認知症のご家族のことで悩んで
いませんか？　ぜひ一度この家族会においでく
ださい。お待ちしております。 
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※予防接種についてわからない事は、各支所の保健師にご相談ください。 

高齢者インフルエンザ予防接種のご案内 高齢者インフルエンザ予防接種のご案内 

平成18年４月１日より、麻しん・風しん予防接種が変わります。  平成18年４月１日より、麻しん・風しん予防接種が変わります。  

その2

市内医療機関で接種を受けられる方へ 
（事前に医療機関に予約をしてください） 

●接種期間 
　平成17年10月１日～平成18年２月28日 
●接種時に必要なもの　 
健康保険証（住所・氏名・年齢確認のため） 
健康手帳　（接種後、接種済み証を貼ります） 

※身体障害者手帳（60歳以上、65歳未満の方で、
心臓・腎臓・呼吸器等の障害で身体障害者手帳１
級を取得されている方で接種を希望される方） 
●接種費用の個人負担があります。 

　生活保護受給者の方へ 
（接種時に『インフルエンザ受診票』が必要です） 

●接種前に各支所健康福祉課まで『インフルエ
ンザ受診票』を取りにおいでください。 
●市内の医療機関で接種してください。 
●接種費用は全額市が負担しますので、個人負
担はありません。 

　平成17年７月29日の「予防接種
法施行令の一部を改正する政令」
により、麻しん・ 風しん予防接種の
取り扱いが、来年の４月以降大きく
変わります。 

※お子さんの誕生日と現在の接種状況により、対応が異なります。    
　平成18年３月31日までに接種を終えていない場合、麻しん・風しんの定期の予防接種ができな
い場合があります。以下の内容をよくお読みいただいた上で、今後の予防接種をお受けください。    
　なお、現時点で、麻しん・風しん接種がともに終了している者については、今回の改正の対象とな
りません。（混合ワクチン第２期の対象ともなりません） 

（改正前） （改正後） 

 
ワ ク チ ン 
 
対 象 者  
 
接 種 回 数  

 
麻しん・風しんの単独ワクチン 
 
生後12月～生後90月 
 
麻しん・風しんとも各１回 

平成18年４月以降 
麻しん風しん混合ワクチン 
第１期：生後12月～生後24月 
第２期：５歳以上７歳未満の者で

小学校入学前の１年間 
第１期・第２期に各１回（計２回） 

現行（平成１８年３月31日まで） 

◆平成17年４月１日以降生まれの方  
  
◆平成16年４月２日～平成17年３月31日生まれの方  
  

○麻しん・風しんのいずれかが接種済みの者  
　いずれかひとつでも、り患した者  
  
  
  
 
○麻しん・風しんともに未接種の者  
  
  
  
◆平成12年４月２日～平成16年４月１日生まれの方  

○麻しん・風しんのいずれかが接種済みの者  
　いずれかひとつでも、り患した者    
 
○麻しん・風しんともに未接種の者  
  
  
◆平成12年４月１日以前生まれの方で７歳半未
満の方 

改正後の法律が完全に適用されます。    
    
    
平成18年３月31日までに単独ワクチンでの接種をなるべく終了させてくださ
い。    
※経過措置として平成１８年４月以降も接種できますが、任意接種と
なります。（接種費用は市が負担）    
※混合ワクチンの対象になりません。    
１・２期の２回を混合ワクチンにより接種できます。    
※早めに免疫を付けたい場合は、平成18年３月31日までに単独ワク
チンをそれぞれ接種してください。ただし、平成17年２月・３月生
まれの方は、接種間隔の関係でどちらかのワクチンしか接種できな
い可能性がありますので注意ください。    

 
    
平成18年３月31日までに単独ワクチンでの接種を終了させてください。    
※混合ワクチンの対象になりません。    
２期の１回を混合ワクチンで接種できます。    
※２期の接種対象となるまでに期間が空き過ぎる場合は、平成18年
３月31日まで単独ワクチンの接種に努めてください。    
    
平成18年４月１日以降の接種はありません。    
※平成18年３月31日までに接種を終了させてください。   

 

市外医療機関で接種を受けられる方へ 
（市外の医療施設に入院中・入所中の方も含みます） 

接種できる期間が11月以降になります。 
（決定後、自治委員を通じての回覧・市報にてお知らせします） 

はなしなしか無料歯科健診のご案内 

「8020運動」の事業の一環として、県下一斉に無料歯科健診が実施されます。 
　実施場所は大分県下の無料歯科健診ポスターを掲示している歯科医院です。 
　「歯の無料歯科健診日」　平成17年11月８日（火） 
　※受診者には、健診結果を記載した「歯の健康手帳と記念品」があります。 
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詳細については、豊後大野市役所または各支
所の保健師にご確認ください。   
   

豊後大野市健康福祉課　（TEL 0974-22-1001） 

清川支所健康福祉課　　（TEL 0974-35-2105）

緒方支所健康福祉課　　（TEL 0974-42-3800）

朝地支所健康福祉課　　（TEL 0974-72-1111）

大野支所健康福祉課　　（TEL 0974-34-2305）

千歳支所健康福祉課　　（TEL 0974-37-2111）

犬飼支所健康福祉課　　（TEL 097-578-1111） 

健康診査 
実施日 
3日（月） 
 4日（火） 

 25日（火）
 

（犬飼町）４日～９日まで  
（緒方町）月・水曜日 

時　間 
8：30～9：30受付 
 13：00～14：30 

 13：00～14：30

事業名 
胃・子宮・乳がん検診 
基本健診・結核検診
（対象：白山・天神地区） 
基本健診・結核検診
（対象：臼尾地区） 
基本・がん検診 
基本・がん検診 

会　場 
大野町南部コミュニティセンター 
 清川保健センター 

 清川保健センター 

犬飼町を巡回 
公立おがた総合病院 

※健診は事前に予約が必要です。基本的には居住地の支所にて受診してください。 

健康教室 
実施日 

４日（火） 
３日（月） 
６日（木） 
６日（木） 
３日（月）・１７日（月）・
２４日（月）・３１（月） 
７日（金） 
11日（火）・25日（火） 
13日（木） 
14日（金） 
21日（金） 

25日（火）
 

 
26日（水） 
毎週火・水・金曜日 

時　間 
9：00～14：00 
14：00～ 
9：00～11：30 
14：00～ 
 
9：00～ 

13：30～15：00 
10：00～11：00 
9：00～ 
9：30～11：30 
10：00～11：30 
9：00～11：30 
9：30～11：00 
9：00～11：30 
9：30～11：30

事業名 
高脂血症予防教室 
スマイルいきいきクラブ（介護予防教室） 
糖尿病予防教室 
スマイルいきいきクラブ（介護予防教室） 
 
パワーアップ教室 

元気はつらつ教室 
にこにこ貯筋運動 
あけあじげんき会 
ヘルスアップ教室 
リフレッシュ教室 
歩こう会 
健康づくりグループ交流会 
いきいき交流会 
お達者クラブ 

会　場 
大野保健センター 
緒方町馬場公会堂 
豊後大野市中央公民館 
緒方町軸丸南地区公民館 
 
千歳保健センター 

緒方すこやかセンター 
清川保健センター 
緒方すこやかセンター 
犬飼保健センター 
大野保健センター 
千歳保健センター 
大野総合運動公園 
千歳保健センター 
千歳保健センター 

高齢者インフルエンザ予防接種のご案内 

平成18年４月１日より、麻しん・風しん予防接種が変わります。  

10月 の保健事業 

乳幼児健診のお知らせ 

 
 
 
　10月のすくすくひろば（育児学級）
は子育て講演会です。子育て真っ
最中の保護者のみなさん、育児サー
クルに参加されているお母さん方、
地域で子育てをサポートしているボラ
ンティアの方など、みなさんご参加くだ
さい。    
 
日　時　10月26日（水） 
           10時～12時    
場　所　三重農村環境改善センター 
内　容 
講話 
　「親から学ぶ絶対五感 
　　～目のことば耳のことば～」 
講師 
　家庭教育アドバイザー 
　三重野待子先生  

対象児 
　乳幼児とその保護者、育児ボラン
ティアの方など希望者    
 
※託児を行います。準備の都合上、
一週間前までに電話予約をお願い
します。    
 
◇参加申し込み・問い合わせ　 
　市役所又は各支所の保健師まで 
  

子育て講演会のお知らせ 

健康相談 
実施日 

11日（火）・20日（木） 
25日（火） 
17日・24日・31日（月） 

時　間 
13：30～14：30 
9：00～12：00 
9：00～12：00

事業名 
健康相談 
健康相談 
健康相談 

会　場 
犬飼支所相談室 
朝地母子健康センター 
大野保健センター 

育児相談 
実施日 

11日（火） 
17日（月）・31日（月） 
21日（金） 
毎週木曜日 

時　間 
10：00～12：00 
14：00～16：00 
10：00～12：00 
10：00～12：00

事業名 
おしゃべり広場 
子育て休憩室 
パワフルkidsクラブ（あかちゃん相談） 
すきっぷクラブ 

会　場 
犬飼子育て支援センター 
大野保健センター 
朝地母子健康センター 
千歳保健センター 

ポリオ予防接種のご案内 

健診内容 
 
１歳６ヶ月児健診 

 
３歳６ヶ月児健診 

日　　時 
10月13日（木） 
受付13：00～13：30 
10月19日（水） 
受付12：45～13：15

対象児 
三重町、千歳町、犬飼町のＨ16・
２・１～３・15生まれの幼児 
三重町、千歳町、犬飼町のＨ14・
３・１～４・15生まれの幼児 

会　場 
 
 三重農村環境
改善センター  

薬の110番 
10月17日～21日 

 
　「くすり」についての電話相談に
応じます。お気軽にお問い合わせく
ださい。 
受付時間　10時～15時   
TEL097-544-9512（直通）     
社団法人　大分県薬剤師会  

ワクチン名 
 
 

ポリオ 

対象年齢 
 

生後３～
90月未満 

回数 
 
 
２ 

受付時間 
 

13時30分～
14時30分 

接種日 
 
10月12日（水） 

10月18日（火） 

10月27日（木） 

場　所 

豊後大野市中央公民館 
  
緒方すこやかセンター    

豊後大野市中央公民館 
 

〔持ってくるもの〕　・母子健康手帳　・送付された問診票等  
（お願い）都合で受診できないときは、支所の保健師にご連絡ください。 
　　　　次回の健診をご案内します。 
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中央公民館 
清川公民館 
緒方公民館 
朝地公民館 
大野公民館 
千歳公民館 
犬飼公民館 

 
 
菅生地区公民館 
白山地区公民館 
上緒方地区公民館 
小富士地区公民館 
大野公民館分館 

TEL 0974-22-2111 
TEL 0974-35-2372 
TEL 0974-42-3161 
TEL 0974-72-0048 
TEL 0974-34-2130 
TEL 0974-37-2069 
TEL 097-578-1281 

 
 
TEL 0974-22-3349 
TEL 0974-26-2260 
TEL 0974-42-2001 
TEL 0974-44-2111 
TEL 0974-24-5305

　
今
年
の
五
月
に
開
設
し
た
公
民
館
ク
ラ
ブ
で
す
。ク
ラ

ブ
員
は
現
在
五
名
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。今
回
は
、い

く
つ
か
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
靖 

野
苺
も
薊
の
花
も
薙
ぎ
倒
し
植
八
年
の
山
に
下
刈
る 

ト
ヨ
子 

わ
が
父
は
天
皇
様
と
同
い
年
兵
た
り
し
時
も
あ
り
き

今
年
五
十
回
忌 

百
合
子 

先
ず
降
り
て
夫
に
傘
を
さ
し
か
け
ぬ
吾
が
片
袖
の 

少
し
く
濡
れ
て 

良
子 

百
姓
が
お
れ
の
仕
事
と
言
う
父
の
堅
き
手
の
平 

草
に
そ
ま
り
て 

智
子 

水
し
ぶ
き
あ
げ
て
泳
ぎ
し
少
年
は
背
中
に
光
る 

鱗
を
持
て
り 

 

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の
ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

◇
問
い
合
わ
せ
先 

　
川
野
　
1
0
9
7
4-

22-

2
1
1
1
　 

　今年もたくさんの児童の方にご参加いただき、ありがとうご
ざいました。来年もまたたくさんのお友達といっしょにお会いし
ましょう。 

　
椋
鳩
十
の「
親
子
20
分
間

読
書
」を
推
進
し
た
時
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
読
書
活
動
が
基
と
な
り
、

今
日
の
ひ
ょ
う
た
ん
読
書
会
が

で
き
て
33
年
。ず
い
ぶ
ん
歳
を

取
っ
た
け
れ
ど
や
っ
ぱ
り
本
が

好
き
。 

時
に
は
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
時
事
放
談
し
た
り
、百

人
一
首
や
カ
ル
タ
と
り
。作
家
の

ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
た
り
映

画
や
名
画
の
鑑
賞
を
し
た
り

し
て
、楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で

い
ま
す
。今
年
は
山
頭
火
に
つ

い
て
〜
豊
肥
路
の
足
跡
を
訪

ね
て
〜
三
国
峠
の
句
碑
、直
入

町
長
湯
の
歌
碑
巡
り
も
し
ま

し
た
。 

郷
土
の
伝
説「
真
名
野

長
者
物
語
」を
知
る
為
に
内

山
観
音
で
お
話
も
聞
き
ま
し
た
。 

白
楊
短
歌
ク
ラ
ブ
作
品
紹
介 

　（
豊
後
大
野
市
中
央
公
民
館
） 

 

 
－懐かしの映画上映－ 

 
８月13～14日　納涼　奥嶽映画祭 
８月20日　　　 井上「映画の夕べ」 

　大分県立生涯教育センター（別府市）から16㎜フィルムを借
り、緒方公民館の映写機を用いて懐かしい映画の上映会を
行いました。この懐かしい映像は、おもに昭和40年、50年代に
作成された映画です。地区の人が中心となって企画立案し、
何とか地元を盛り上げようと行われた行事です。懐かしい映
像を前に、大人も子どももいっしょになって時間を忘れ見入っ
ていました。 
　むらおこしは私たちの手で・・・そんな意気込みが感じられた
楽しい催しでした。 

私たちの手でむらおこし（緒方） 私たちの手でむらおこし（緒方） 

夏休み子ども教室参加実績（期間：７/25～８/23） 

豊後大野市中央公民館クラブ生募集 
ハングルクラブ　 
　　開催日　毎週火曜日　　19時～21時 
　　月会費　1,000円 
　　問い合わせ先　神田眞知子　10974-22-5983 

大野気功クラブ 
　　開催日　第１・３土曜日　15時～16時 
　　月会費　1,000円 
　　問い合わせ先　吉川民子　　10974-22-3202 

みなさんお気軽にご参加ください。 

教室名 
おやつ作り① 
おやつ作り② 
おやつ作り③ 
遺跡探検 
俳句① 
俳句② 
俳句③ 
手話① 
手話② 
手話③ 
絵手紙 
太極拳① 
太極拳② 
太極拳③ 
勾玉づくり 
自然観察 
茶道 
 

月　日 
7／25 
7／ 1 
8／ 8 
8／ 9 
7／28 
8／11 
8／18 
7／29 
8／ 5 
8／19 
8／16 
7／16 
8／ 2 
8／23 
8／22 
8／10 
8／17

参加者 
24名　　※食推協２名 
24名　　※食推協２名 
28名　　※食推協２名 
28名＋百枝少年団15名 
18名 
18名 
12名 
40名 
37名 
38名 
43名　 
24名　 
20名 
17名　 
36名　 
32名　※むかご会　５名 
16名　※指導３名 
455名 参加児童総数 

『土器
を発見

するぞ！
』 

と懸命
に作業

 

これが
 

移動図
書館で

す！ 

 

県美展書道巡回展（中央公民館・体育室）　10月28日～10月31日 
 

夏休み子ども教室（豊後大野市中央公民館） 
　夏休みの炎天下となった８月９日に三重町百枝の発掘現
場において、中央公民館子ども教室及び百枝の文化財愛護
少年団43名が、遺跡発掘体験をしました。 
　この現場では、弥生時代の住居跡や土器など出土してお
り、現場の調査員の
方に、遺跡と当時の
生活の様子などの
説明を受け、実際に
たくさんの土器を発
掘しました。 
（発掘調査は10月中
旬まで実施する予定） 



13

私たちの手でむらおこし（緒方） 

2005年10月　第７号 

図書館カレンダー10月 

豊後大野市中央図書館　 
　　TEL/FAX 0974-22-7733 
豊後大野市緒方図書館 
　　TEL 0974-42-4141 
　　FAX 0974-42-2705 
      (歴史民俗資料館と共通)              
開館時間　火～金：10時～18時 
　　　　　土・日：10時～17時 

日 

 

2 

9 

16 

23 

30 

月 

 

3 

10 

17 

24 

31

火 

 

4 

11 

18 

25 

 

水 

 

5 

12 

19 

26 

 

木 

 

6 

13 

20 

27 

 

金 

 

7 

14 

21 

28 

 

土 

1 

8 

15 

22 

29  

 

は休館日です。 

かたみ歌……………………………………朱川湊人 
おまけのこ……………………………………畠中恵 
退廃姉妹……………………………………島田雅彦 
天使のナイフ…………………………………薬丸岳 
峠越え………………………………………山本一力 
容疑者Ｘの献身……………………………東野圭吾 
スイッチを押すとき………………………山田悠介 
「金の卵」転職流浪記……………………大宮知信 
星の王子さまの眠る海………エルヴェ・ヴォドワ 
オリーブの海…………………ケヴィン・ヘンクス 
親ホメ日記　しあわせ家族になれる魔法 
ホームヘルパーひやりはっと事例集 
お墓参りは楽しい 
ベルの合奏ブック 
つまみ食い「新会社法」 
人を10分ひきつける話す力 

新刊案内 

《中央図書館》　 
　おはなしのへや　 
　　ちゅうりっぷ組　　 ５・19日（水）　10:30～ 
　　ひまわり組　　　  12・26日（水）　10:30～ 
　古文書を読む会（三重町）　19日（水）　13:30～ 
　　　　　　　（市全体）　　25日（火）　13:30～ 
　読書と創作を楽しむ会　　23日（日）    13:30～ 
※土曜おはなしクラブはお休みです。22日の図書
館まつりにお越しください。 
《緒方図書館》 
　おはなしのへや　　   　       15日（土）　13:00～ 

10月の図書館行事 

（中央図書館） 

　中央図書館で図書館まつりを行います。絵本
や紙芝居の読み聞かせ、人形劇、パネルシアター、
ストーリーテリングなど、
楽しいお話がいっぱい
です。対象は、幼児（お
話がきける年齢）から
小学生です。みなさん
お誘い合わせのうえお
越しください。 
日時：10月22日（土）　 
　　　10：30～11：30（受付10：00～） 
場所：中央図書館２階研修室 

〝図書館まつり〟においでよ！ 

お
ま
た
せ
し
ま
し
た
！ 

移
動
図
書
館
が
は
じ
ま
り
ま
す
！ 

▲植物が力強く描かれています。 

水
墨
画
 

児
玉
利
恵
さ
ん
 （

大
野
町
） 

　
昨
年
度
ま
で
、
旧
三
重
町
内
を
巡

回
し
て
い
ま
し
た
移
動
図
書
館
が
、

10
月
か
ら
豊
後
大
野
市
内
全
域
の
教

育
現
場
を
中
心
に
回
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

　
移
動
図
書
館
と
は
、
バ
ス
に
本
を

積
ん
で
各
地
へ
出
向
き
、
貸
出
を
行

う
も
の
で
す
。
今
年
度
は
市
内
の
小

学
校
・
幼
稚
園
を
巡
回
し
ま
す
（
一

部
巡
回
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

巡
回
日
程
は
、
各
小
学
校
・
幼
稚
園

に
配
布
し
て
あ
り
ま
す
）。
バ
ス
に
は

約
２
千
冊
の
本
を
乗
せ
て
い
ま
す
が
、

ご
希
望
が
あ
れ
ば
リ
ク
エ
ス
ト
も
受

け
付
け
ま
す
。 

　
遠
く
て
図
書
館
に
来
ら
れ
な
い
と

い
う
子
ど
も
た
ち
に
、
た
く
さ
ん
本

を
読
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い

を
こ
め
て
巡
回
い
た
し
ま
す
。
園
児
、

児
童
の
み
な
さ
ん
、
そ
れ
か
ら
先
生

方
も
た
く
さ
ん
利
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

※
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
で
は
作
品

を
募
集
し
て
い
ま
す
。自
薦
・

他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
。 

これが
 

移動図
書館で

す！ 

 

これが
 

移動図
書館で

す！ 

 

　
内
部
は
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

外
側
に
も
内
側
に
も
本
が
積
め
ま
す
。 



ふるさとの歴史や地域の文化財に関するご意見・お問い合わせは、文化財課までご連絡ください。 
 

　
豊
後
大
野
市
に
は
石
仏
・
石
塔
な

ど「
石
」で
か
た
ち
づ
く
ら
れ
た
文
化

財
が
数
多
く
存
在
し
ま
す
。
中
で
も

石
造
ア
ー
チ
橋
は
周
辺
の
自
然
と
調

和
し
て
美
し
い
景
観
を
生
み
出
し
、今

な
お
生
活
道
路
と
し
て
市
民
の
暮
ら

し
を
支
え
る
大
切
な
財
産
で
す
。 

　
日
本
の
ア
ー
チ
石
橋
は
、江
戸
時
代

初
期
に
長
崎（
眼
鏡
橋
）に
は
じ
ま
り
、

熊
本
の
優
れ
た
石
工
集
団
に
よ
っ
て
九

州
各
地
か
ら
全
国
へ
と
広
が
り
ま
し
た
。

九
州
、特
に
熊
本
・
大
分
は
全
国
数
の

大
半
を
占
め
る
ほ
ど
そ
の
数
が
多
く
、

理
由
と
し
て
は
急
峻
な
地
形
と
風
水

害
の
多
い
自
然
環
境
、加
工
に
適
し
た

石
材（
凝
灰
岩
）に
恵
ま
れ
て
い
た
こ

と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
市
内
に
は
１
０
０
を
超
え
る
ア
ー
チ

橋
が
あ
り
ま
す
が
、江
戸
期
を
代
表
す

る
橋
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
虹
澗
橋
で
す
。そ
の
名
の
由

来
の
と
お
り
、径
間
25
m
の
単
一ア
ー
チ

が
描
く
円
弧
は
谷
間
に
か
か
っ
た
虹
の

よ
う
に
美
し
く
、架
橋
に
た
ず
さ
わ
っ

た
石
工
た
ち
の
優
れ
た
技

術
と
努
力
が
う
か
が
わ
れ

ま
す
。 

　
江
戸
時
代
後
期
の
文
政

七
年（
一
八
二
四
）に
虹
澗
橋

が
で
き
る
ま
で
、当
時
臼
杵

藩
に
属
し
て
い
た
農
民
た

ち
は
、年
貢
を
納
め
る
た
め

に
重
い
荷
を
肩
に
担
い
で
川

を
渡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず

非
常
に
苦
労
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、臼
杵
・
三
重
の
３
人
の
大
庄

屋
が
、財
政
難
の
藩
に
代
わ
り
私
財
を

投
じ
て
橋
を
架
け
、農
民
の
困
難
を
救
っ

た
の
で
す
。し
か
し
、完
成
ま
で
４
年
の

年
月
を
費
や
し
、の
べ
数
万
人
の
人
夫

が
働
く
ほ
ど
の
大
土
木
工
事
。三
家
の

負
担
は
莫
大
な
額
に
の
ぼ
り
、そ
の
影

響
で
家
運
が
傾
い
た
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。 

　
明
治
後
期
〜
大
正
〜
昭
和
初
期
に

な
る
と
、県
内
で
も
鉄
道
を
始
め
と
す

る
交
通
網
の
整
備
、産
業
基
盤
整
備
が

進
み
ま
す
。同
時
期
に
西
洋
的
な
ア
ー

チ
石
橋
の
技
術
も
広
ま
り
、緒
方
町
の

原
尻
橋
・
長
瀬
橋
、大
野
町
の
津
留
橋

な
ど
連
数（
ア
ー
チ
数
）が
多
く
長
い

橋
が
次
々
に
架
橋
さ
れ
ま
し
た
。清
川

町
左
右
知
に
は
２
つ
の
ア
ー
チ
橋
が
隣

接
し
て
い
ま
す
が
、と
も
に
径
間
が
大

き
く
見
ご
た
え
の
あ
る
橋
で
す
。轟
橋

の
径
間
32
・
１
m
は
、堂
々
全
国
１
位
。

出
　
橋
は
29
・３
m
で
２
番
目
で
す
。 

　
ま
た
、市
内
の
ア
ー
チ
石
橋
と
し
て

特
徴
的
な
の
が
農
業
用
水
を
通
す
た

め
の
水
路
橋
で
す
。緒
方
・
清
川
町
の

水
田
を
潤
す
明
正
井
路
は
、竹
田
市

神
原
か
ら
い
く
つ
も
の
谷
や
川
を
越
え

て
通
水
す
る
た
め
、大
小
併
せ
て
17
基

も
の
水
路
橋
を
用
い
て
い
ま
す
。水
路

橋
の
完
成
は
、少
し
で
も
米
の
収
量
を

増
や
そ
う
と
新
田
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
た
農
家
の
人
々
に
、貴
重
な
水
と

豊
か
な
実
り
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。 

　
か
つ
て
、人
々
が
川
を
越
え
、渓
谷
を

渡
る
た
め
に
は
、徒
歩
や
渡
し
舟
、毎

年
の
よ
う
に
流
さ
れ
る
も
ろ
い
木
橋
に

頼
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か

し
、こ
の
よ
う
に
優
れ
た
石
橋
の
完
成

を
機
に
、各
地
域
を
人
や
物
資
が
自

由
に
行
き
交
う
よ
う
に
な
り
、私
た
ち

の
生
活
も
急
速
に
発
展
を
遂
げ
た
の

で
す
。 

▲建設中の轟橋（手前）と出　橋（奥）（清川町） 
 

▲国指定重要文化財　虹澗橋（三重町・臼杵市野津町境） 
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▲短歌作りを通じて表現力を高める子どもたち 

▲初めてワークショップに取り組む参加者たち 

問い合わせ先　豊後大野市教育委員会　TEL 0974-22-1001（内線2154） 

　教育委員会では、学校教育のことや小・中学校等の特色
ある取り組みについてご紹介していきます。 
　今月は大野小学校、長谷小学校の話題です。 

　大野小学校（小野サチ子校長　児童数212名）は、
大野町内の5校が一つとなり、今年4月からスター
トしました。そこでPTAとしては、まず会員が、
互いを知り合うことからはじめ、創意工夫しなが
ら共に大野小を盛り上げていこうと、年間活動の
中に、親睦を目的とした行事や意見を出し合える
場作りのための研修を計画しました。 

　その活動の一つとして、８月23日に『NPO子ど
もと親の相談センター・大分』より鹿島隆志先生
をお招きし、PTA役員25名、教師８名でPTAのワー
クショップを開催しました。ワークショップでは、
子育てや親の在り方など、様々なテーマに沿って
自らの考えを出し合い、グループ毎に討論しました。
最初は、初めての試みに戸惑う方もいましたが、
先生の丁寧なご指導で和やかな雰囲気の中での研
修ができたと思います。参加者からは、「親として
の自分自身を見つめ直すよいきっかけになった」「役
員として会員のPTA活動に対する本音が聞け、今
後の活動に生かせそうだ」など感想が寄せられま
した。この研修で、地域、学校、子どもと親との「関
係性」を再確認し、今後の地域における学校のあ
り方や進むべき方向性について気づくことができ、
学校（地域）創りの原点に立つことができたと思
います。 

地域、学校、子ども、親との関係性を再確認　大野小学校（大野町） 
 

　国道 57号から長谷トンネルをぬけると広がる
山あいの田園地帯。うねうねと曲がる道をたどり、
家並みがとぎれてそろそろ不安になるころ、長谷
小学校（渡辺博子校長　児童数14名）の校舎が見
えてきます。山あいの小さな学校。今年の１年生
はたった１名でした。 
　三世代の家庭で育ち、素直さと規律を身につけ
た子どもたちです。そんな子どもたちを地域の宝
として育んでいる保護者・地域の方々、教職員の
願いは、この子どもたちがどんな集団・社会の中
に出て行っても、流されずまた臆せず、しっかり
自分の感性・自分の言葉で語り、生きて欲しいと
いうこと。 
感じたことをことばに 
　自分の思いを表現する場として、学校で取り組
んでいるものの一つが「短歌作り」です。指導す
るのは短歌を趣味としている本校の司書。昼休み
後の 15分間、全校児童・教職員がひとつ場所に
集い短歌に挑戦。「うまく作ろうなどと思わずに、
調べにのって、まずは感じた事をことばにしてみ
ましょう」という司書のアドバイスを受けながら
思いを歌にしていきます。作った歌は当初図書室

に掲示していましたが、１学期が終わる頃には階
段の踊り場の掲示板からもはみ出すほどになりま
した。 
　１・２年生とてもかわいい五つ子だ　くしゃく
しゃにして食べちゃいたいな（里美） 
　弟の泣きたい気持ちわかるけど　夜に泣くのは
かんべんしてくれ（日向子） 
　短歌作りの他にも、集会活動には子どもたちが
自分の思いを発表する場が沢山設けられています。
素直な思いをじっくり最後まで言おうとする子と、
発表者が言い詰まっても、じっくり待って最後ま
で聴こうとする子が育っている長谷小学校です。 
 

短歌を通して表現力を　長谷小学校（犬飼町） 
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文化振興室からのお知らせ 

　第18回豊後大野市あさじアマチュア美術展が９月10日から10月２日まで朝
倉文夫記念文化ホールで開催されました。 
　この美術展は彫塑家朝倉文夫の業績をたたえて始まったもので今年で18
回を迎えます。県内在住のアマチュア作家を対象に公募し、今回は絵画、彫刻、
工芸（陶芸）の三部門に合計232点の出品がありました。作品は県内各地か
ら寄せられ、年齢も20代から80代までと幅広く年々レベルアップした美術展
となっています。 
　審査は８月28日に同ホールで行われ、入賞作品23点を選定。第18回アマチュ
ア大賞は田向敏男さん（三重町)の絵画「楠の香」に決定しました。 

▲アマチュア大賞を受賞した 
　田向敏男さん 

第18回豊後大野市あさじアマチュア美術展開催 
 
第18回豊後大野市あさじアマチュア美術展開催 
 

市内の方の入賞作品を紹介します 
 

絵画「楠の香」 
田向敏男さん（三重町） 
 

■優秀賞 
工芸「焼締細口つぼ」 
後藤忠文さん（朝地町） 

■優秀賞 
工芸「櫛がき白化粧花器」 
木梨八津栄さん（緒方町） 

■豊後大野市議会議長賞 
彫刻「作品2005」 
北尾勝義さん（朝地町） 

■豊後大野市長賞 
絵画「渓流」 
和田紀美子さん（朝地町） 

ズラリ 
力作 
 

　朝地町在住の陶芸家佐藤珠幸氏（東陶会理事）の作陶展。 
　今回は「花」をテーマに新作の花器や壷など約100点を展示します。  
 
会　期　10月８日（土）～10月23日（日）　午前９時～午後４時30分  
休館日　10月11日（火）、17日（月）  
入館料　大人200円、小中高生100円（記念館入館者は無料） 
◇問い合わせ先　朝倉文夫記念館　10974-72-1300

朝倉文夫記念文化ホールの催し 
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芸館移動演奏会 

 
 
 

国際交流の楽しさ 
 清川支所　黄俊　 

　やっと10月になりました。しかし、この記事
を書いているのはまだ9月なので、まだまだ暑
いです。みなさん、今年の夏は無事にお過ごし
でしたか。前回の私の記事にあった避暑方を利
用された方もいらっしゃるのではないかと、自
分の中ではちょっとだけ期待しています。 
　私は今年の夏、中学生の交流等で少し忙しい日々
を送りました。8月の1日～4日までは清川中
学校が韓国を訪問。20日～21日には韓国の長
安中学校が清川を訪問しました。今年の交流は
清川中学校には10回目、私は2回目でしたが、
交流というのはやっぱりいいですね。最初、韓
国に行くバスの中では不安そうな表情の生徒も
いましたが、交流が終わってからはみんないっ
ぱいの笑顔でした。特に、韓国の先生から聞い
た話では、全ての交流が終わって釜山へ帰る船
の中で、「また日本に行きたい」「日本に留学し

たい」、さらには「日本へ移民したい」との話ま
であったそうです。国々の情勢がどうあれ、政
治がどうあれ、そんなものとは何の関係もない
ですね。人と人が仲良くなれること、それは他
人によるものではなく、もともとその人自身が
持っている素晴しさだと改めて感じました。 
　これからも韓国、そしてドイツやカナダなど
いろんな国との交流がますます活発になってい
くと思います。みなさんもぜひ、国際交流の楽
しさを経験してみてください。 

▲清川中学校の体育館、歓迎式が終わった後、 
　皆で一緒になってゲームも楽しみました。 
 

　大分交響楽団、約６０名が奏でる「芸術の秋」。日頃、
鑑賞する機会の少ないオーケストラの迫力ある演奏を、
間近でお楽しみください。 
 
日　時　１０月９日（日）　開演１８時３０分～ 
会　場　エイトピアおおの　大ホール 
出演者　大分交響楽団 
　　　　指揮者／松尾英一 
入場料　無料 

ファミリー名作ミュージカル 
孫悟空　「西遊記」より 

日　時　１１月３日（木・祝） 
１３時３０分開場 

　　　　１４時開演 
会　場　エイトピアおおの 
　　　　大ホール 
料　金　親子ペア券２,０００

円、大人１,６００円、
３歳～中学生以下６
００円／全席自由 

チケット販売所 
　エイトピアおおの、豊後大野市内各支所、各公民館、
　市内郵便局ほか 

杏里コンサート2005　 
日　時　１１月２７日（日） 
　　　　１８時開場　１８時３０分開演 
場　所　エイトピアおおの大ホール 
料　金　全席指定（税込） 
　　　　Ｓ席　６,０００円　Ａ席　５,０００円 
　　　　10月３日（月）販売開始 
チケット販売所 
　エイトピアおおの、豊後大野
市内各支所、各公民館、市内
郵便局ほか 
 
　代表曲『CAT’S　EYE』や、
『悲しみがとまらない』などの名
曲の数々。美しい歌声とメロ
ディーに包み込まれる心地よい
ひとときを過ごしませんか？ 

１日限りの芸術会館巡回展 
所蔵名品展 
　エイトピアおおのでは、大分県立芸術会館と一
緒に芸館所蔵作品の中から大分県出身美術家の作
品を中心に約５０点を展示します。日ごろ目にす
ることの少ない名作をこの機会にぜひご鑑賞くだ
さい。 
 
日　時　１０月９日（日）１０時～１８時３０分 
　　　　学芸員による展示解説　１１時・１４時 
会　場　エイトピアおおの２階ギャラリー 
入場料　無料 
 

第18回豊後大野市あさじアマチュア美術展開催 
 

ファン　ジュンチョル 

◇問い合わせ先　エイトピアおおの　TEL 0974-22-8000 FAX 0974-22-3953
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豊
後
大
野
市
体
育
指
導
委
員

35　
名
が
決
定
し
ま
し
た
。 

 　
体
育
指
導
委
員
は
、
豊
後
大
野
市

地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関
す

る
事
業
に
関
わ
り
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ

の
発
展
に
寄
与
し
て
い
き
ま
す
。 

委
員
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。 

（
敬
称
略
） 

第
１
回
　
豊
後
大
野
市
千
歳

町
地
区
対
抗
野
球
大
会
 

 　
千
歳
地
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
（
梅

木
眞
一
会
長
）
主
催
の
第
１
回
豊
後

大
野
市
千
歳
町
地
区
対
抗
野
球
大
会

が
、
８
月
２２
日
か
ら
２４
日
ま
で
５
地

区
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
決

勝
戦
は
、
太
田
ク
ラ
ブ
と
石
田
地
区

が
対
戦
。
初
回
に
４
点
を
い
れ
た
石

田
地
区
が
太
田
ク
ラ
ブ
の
反
撃
を
か

わ
し
、
６
対
４
で
勝
利
し
優
勝
し
ま

し
た
。 

　
最
優
秀
選
手
賞
に
は
石
田
地
区
の

宇
津
宮
成
治
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

大
人
と
子
ど
も
の
ふ
れ
あ
い

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

 　
８
月
２３
日
、
朝
地
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
協
会
の
協
力
で
「
平
成
17
年
度

大
人
と
子
ど
も
の
ふ
れ
あ
い
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
会
は
、
地
域
の
大
人
と
子

ど
も
が
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
世

代
間
交
流
し
、
地
域
を
活
性
化
す
る

こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
。
今
年
は

９
チ
ー
ム
７０
名
（
う
ち
子
ど
も
は
１５

名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
試
合
で
は

優
し
く
指
導
す
る
大
人
の
話
を
素
直

に
聞
く
子
ど
も
の
姿
が
見
う
け
ら
れ

ま
し
た
。 

　
結
果
は
、
１
位
　志
賀
チ
ー
ム
、

２
位　
朝
地
チ
ー
ム
、
３
位
　中
熊
チ
ー

ム
で
し
た
。 

第
29
回
　
緒
方
町
ナ
イ
タ
ー

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

 　
７
月
２５
日
か
ら
３１
日
の
間
、
第
２９

回
緒
方
町
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
２１
チ
ー
ム
の
参
加
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
試
合
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

形
式
で
行
わ
れ
、
決
勝
戦
は
馬
場
Ｃ

チ
ー
ム
と
馬
場
Ｂ
チ
ー
ム
の
同
地
区

対
戦
と
な
り
ま
し
た
。
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。 

優
　
勝
　
馬
場
Ｃ
チ
ー
ム
 

準
優
勝
　
馬
場
Ｂ
チ
ー
ム
 

３
　
位
　
徳
田
チ
ー
ム
、下
自
在
Ｂ
　

　
　
　
　
チ
ー
ム
 

 第
19
回
　
緒
方
町
女
性
ミ
ニ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
 

 　
８
月
２２
日
か
ら
２６
日
の
間
、
第
１９

回
緒
方
町
女
性
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
１４
チ
ー
ム
の
参
加
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
Ａ
級
・
Ｂ
級
に
分
か
れ

て
予
選
リ
ー
グ
・
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
を
行
い
、
予
選
リ
ー
グ
で
は
各
パ
ー

ト
上
位
２
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
進
出
し
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 Ａ
級
 

優
　
勝
：
馬
場
Ｂ
チ
ー
ム
 

準
優
勝
：
下
自
在
チ
ー
ム
　
 

３
　
位
：
小
野
チ
ー
ム・南
部
チ
ー
ム
 

Ｂ
級
 

優
　
勝
：
原
尻
チ
ー
ム
 

準
優
勝
：
辻
・
寺
原
チ
ー
ム
 

３
　
位
：
馬
場
Ａ
チ
ー
ム・知
田
チ
ー
ム
 

　
な
お
、
Ｂ
級
優
勝
チ
ー
ム
は
次
大

▲優勝した石田地区のみなさん 
 
 

▲優勝おめでとう　志賀チーム 

会
　
長
　
片
山
憲
治
（
三
重
町
地
区
） 

副
会
長
　
東
藤
雅
廣
（
朝
地
町
地
区
） 

（
三
重
地
区
）
黒
田
栄
一
、
浦
松
民

子
、
神
田
一
優
、
神
志
那
浩
治
、
白

石
雅
規
、
甲
斐
裕
次
、
佐
藤
英
介
、

曲
　敏
光
、
小
野
千
里
 

（
清
川
地
区
）
穴
見
真
児
、
造
士
幸

生
、
深
田
正
也
 

（
緒
方
地
区
）
荒
巻
文
吉
、
森
岡
雄

平
、
西
　良
子
、
首
藤
晴
美
、
後
藤

嘉
明
、
佐
藤
啓
史
 

（
朝
地
地
区
）
羽
田
野
洋
朗
、
森
　

誠
一
、
白
石
い
つ
子
 

（
大
野
地
区
）
甲
斐
英
治
、
羽
田
政

信
、
後
藤
八
重
子
、
姫
野
英
紀
、
板

井
孝
一
 

（
千
歳
地
区
）
長
峰
徳
幸
、
恵
藤
　

修
、
後
藤
英
寿
 

（
犬
飼
地
区
）
久
保
平
淳
一
、
橋
本

征
子
、
仲
町
祐
治
、
高
柳
東
洋
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会
に
て
Ａ
級
に
組
み
込
ま
れ
ま
す
。 

 第
27
回
　
緒
方
町
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
 

 　
８
月
１
日
・
３
日
・
５
日
、
第

27
回
緒
方
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
９
チ
ー
ム
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
で
行
わ

れ
、
決
勝
戦
は
３
セ
ッ
ト
へ
も
つ
れ

込
む
接
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、
馬
場

チ
ー
ム
が
み
ご
と
優
勝
し
ま
し
た
！

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

優
　
勝
　
馬
場
チ
ー
ム
 

準
優
勝
　
軸
丸
北
チ
ー
ム
 

３
　
位
　
原
尻
チ
ー
ム
、徳
田
チ
ー
ム
 

 三
重
町
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
 

 　
８
月
22
日
か
ら
25
日
の
間
、
第

28
回
三
重
町
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
１１
チ
ー
ム
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
決
勝
戦
は
肝
煎
二
区
v
s

三
重
原
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同
好
会
で
行

わ
れ
、
激
戦
の
末
、
７
対
１
で
肝
煎

二
区
が
優
勝
し
ま
し
た
。
上
位
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。 

　
優
　
勝
　
肝
煎
二
区
 

準
優
勝
　
三
重
原
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
同
好
会
 

３
　
位
　
上
小
坂
、
菅
生
Ｓ
Ｂ
Ｃ
 

 第１
回
　
豊
後
大
野
市
少
年

野
球
大
会
 

  
9
月
10
、
11
日
、
大
野
総
合
運

動
公
園
で
第
1
回
豊
後
大
野
市
少

年
野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
、
市
内

14
チ
ー
ム
に
よ
り
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
決
勝
戦
で
は
、
朝

地
は
や
ぶ
さ
Ａ
が
三
重
レ
ッ
ド
ソ
ッ

ク
ス
Ｂ
に
7
対
6
で
勝
利
し
、
優

勝
し
ま
し
た
。 

　
上
位
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

優
　
勝
　
朝
地
は
や
ぶ
さ
Ａ
 

準
優
勝
　
三
重
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス
Ｂ
 

３
　
位
　
大
野
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
Ａ
、

　
　
　
　
千
歳
野
球
少
年
団
 

  

▲馬場チームのみなさん 

▲念願の優勝を果たし喜ぶ団員たち 

★10月10日（日）体育の日 
　“無料体力測定”のお知らせ 
　一年に一度は、自分の体と向き合ってみませんか？
　より健康に、より美しく、クオリティライフを目
指しましょう!! 
　会　場：大原総合体育館（メインアリーナ） 
　時　間：10時～16時まで 
　対　象：６歳～79歳男女 
　年代別にそったコースがありますので、無理なく測
定ができます。 
※運動の出来る服装で、室内シューズを持参してくだ
さい。 
※体力測定以外にも、楽しい！　ためになる！　催し物
を行います。 
 
◇問い合わせ先 
　みえスポーツクラブ事務局　田 嶋 
　　　　　TEL 0974-22-3380

対象者：１８歳～６５歳位まで（日常体を動かして
いる方） 

日　時：11月6日（日）午前７時豊後大野市役所出
発　少雨決行、雨天中止 

場　所：由布岳（豊後富士） 
参加料：300円（保険料含む） 
準備品：運動のできる服装、帽子、雨具、防寒着、着

替え、手袋、タオル、登山に適した靴、昼食、
非常食、水筒、持病薬など 

◇申込み・問い合わせ先 
10月26日（水）まで　先着30名 
豊後大野市教育委員会スポーツ振興課 
TEL 0974-26-4139 
FAX  0974-26-4148 
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　納税等のご案内 
市県民税（３期）、国民健康
保険税（６期）、介護保険料（６
期）、水道料金、住宅等使用料、
給食費、保育料、浄化槽使用
料、農業集落排水使用料、下
水道使用料、ケーブルテレ
ビ利用料、やすらぎ団地土
地使用料、養護老人ホーム
入所負担金 
納 期 限　10月31日（月） 
口座振替　10月25日（火） 
 
■税金は納期内に納めま
しょう。 
■納税・納付は口座振替
をおすすめします。 
口座振替のお申し込みは、
通帳・通帳届出印をお持
ちになり、豊後大野市内
にある金融機関の本・支店、
または全国の郵便局窓口
で備え付けの申込書にて
お申し込みください。金
融機関受付日の翌月以降
納期分から口座振替の開
始となります。 
■口座振替の方は振替日
の前日までに必ず口座残
高を確認してください。 
 

　野犬の捕獲日 
4日（火）千歳・犬飼・三重 
6日（木）緒方・清川 
13日（木）大野・朝地 
18日（火）千歳・犬飼・三重 
20日（木）緒方・清川 
27日（木）大野・朝地 
 

　猫の引取日 
17日（月）、26日（水） 
14時～15時 
問い合わせ先 
大野県民保健福祉センター
10974-22-0162

市
報
ぶ
ん
ご
お
お
の
　
平
成
十
七
年
十
月
号
　
発
行
／
豊
後
大
野
市
　
編
集
／
企
画
部
情
報
推
進
課
　
大
分
県
豊
後
大
野
市
三
重
町
市
場
一二
〇
〇
　
T
E
L
〇
九
七
四（
二
二
）一
〇
〇
一
　
F
A
X
〇
九
七
四（
二
二
）三
三
六
一
　
印
刷
　
佐
伯
印
刷
株
式
会
社 

歯科休日当番医 

小児科外来当番医 

▼
10
月
１
日
は
、国
勢
調
査
の
調
査
日
で
す
。

み
な
さ
ん
調
査
票
の
記
入
は
済
み
ま
し
た

か
？
▼
国
勢
調
査
は
、５
ペ
ー
ジ
で
も
ご
紹

介
し
ま
し
た
が
、国
・
県
に
と
ど
ま
ら
ず
、

豊
後
大
野
市
の
今
後
の
施
策
に
と
っ
て
非

常
に
重
要
な
統
計
数
値
と
な
る
、大
切
な

調
査
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
な
く
て
は

達
し
得
な
い
調
査
で
も
あ
り
ま
す
。
市
民

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

市報ぶんごおおのは古紙配合率100％再生紙を使用しています。 

相談のご案内 
■消費者苦情相談 
毎週月～金曜日　９時～17時 
豊後大野市役所商工観光課または
各支所産業経済課 
 
■家事・民事出張相談 
　●家事調停等　10月６ 日(木) 
　●民事調停等　10月19日 (水 ) 
　時　間　９時30分～15時30分 
　場　所　豊後大野市中央公民館 
◇問い合わせ・申し込み先　 
大分地方裁判所竹田支部 
　TEL 0974-63-2040

 
ハーモニーランドが入園無料に！ 
 
　緑や公園を楽しむイベントです。 
　オリエンテーリングや緑に関するゲーム・
クイズなど、無料で参加できます。 
大会抽選では豪華商品が当たるチャンス！
（抽選券は先着五千枚） 
　また、「苗木や花の無料配布」の実施、「緑
の相談所」も開設します。 
日　時　10月22日（土）９時～16時 
会　場 
　ハーモニーランド（一村一品クラフト公園） 
参加方法 
　専用受付にて大分県在住の証明書（免
許証や保険証）をご提示ください。何名
様でも無料でご入園できます。 
◇問い合わせ先 
　大分県 公園・生活排水課 
　TEL 097-536-1111(内線4665)

いきいきグリーンプランＤＡＹ 

し 

医療機関名 

大塚歯科医院（三重） 

第一歯科大塚（三重） 

岡本歯科医院（三重） 

熊瀬歯科医院（三重） 

久保歯科医院（大野） 

岡本病院歯科（三重） 

杉山歯科医院（野津） 

電話番号 

0974-22-0571 

0974-22-6377 

0974-22-0076 

0974-22-0327 

0974-34-2577 

0974-22-0018 

0974-32-2167

当番日 

10月２日（日） 

９日（日） 

10日（月） 

16日（日） 

23日（日） 

30日（日） 

11月３日（木） 

当番日 

10月１日（土） 

２日（日） 

８日（土） 

 ９日（日） 

 10日（月） 

 15日（土） 

 16日（日） 

  22日（土） 

  23日（日） 

29日（土） 

30日（日） 

  受付時間　８時30分～11時30分　診療時間　９時～12時    
※院外薬局が休みの場合には、あらかじめ用意された約束処方となることがありますので、ご了承く
ださい。 

※情報は最新のものを掲載するようにしていますが、都合により当番が変更になる場合があります。
また、土曜日については他の医療機関でも小児科診療を行っているところがあります。あらかじめ
医療機関に電話等でお確かめください。 

■お詫びと訂正 
市報ぶんごおおの９月号に誤りがありましたのでお詫びして訂正します。 
26ページ「心の灯」一般寄付で、「佐藤忠明」さんは正しくは「佐藤忠昭」さんです。 

公立おがた総合病院 

0974-42-3121 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

竹田医師会病院 

0974-63-3241 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

県立三重病院 

0974-22-7700 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 


